
 

 

 

 

  

 1月 12日、新年安全祈願祭に続き、

新年安全衛生推進大会が、宮城労働局

毛利局長及び幹部の皆様、宮城県土木

部菅野次長様の御臨席のもと開催され

ました。 

今年は、新型コロナウイス感染症の

の拡大が懸念される状況下であること

から、会場を卸町のサンフェスタに移

し、3密防止等感染症対策を徹底した

うえでの開催となりました。 

震災からまもなく 10年の節目を迎

えるにあたり、約 150名の参加会員

で、今年の無事故・無災害への決意を

新たにしました。 

 また、大会では、宮城労働局より武田主任衛生専門官が「建設業における労働衛生関係法

令の改正（石綿則・特化則等）について」ご講演をいただきました。 

  

 

 

 

年度末の３月は、公共工事を含め多くの工事が完工時

期を迎え、さまざまな作業が輻輳し、繁忙度が増すことな

どから、労働災害防止を図る上で、特別な配慮が求められ

る時期となります。会員の皆様には、新型コロナウイルス

感染症に対する予防措置を講じつつ、一層の労働災害防

止対策を進めていただきますようお願い申し上げます。 

（経営トップにお願いする事項） 

1. 安全衛生管理体制及び労働災害防止活動の実施状況

の確認 

2. 労働安全衛生関係法令及び社内の安全衛生規程等の

遵守状況について、安全衛生パトロール等による確認 

3. リスクアセスメントの実施とこれに基づくリスク低

減措置の実施状況の確認 

4. 繁忙期を考慮した作業工程の見直し、並びに適切な労

働時間の管理と勤務体制の確認 

5. 新型コロナウイルス感染予防対策の実施状況の確認 

新年安全祈願祭・安全衛生推進大会が開催されました

年末公開安全衛生パトロールが実施されました！ 

建設業年度末労働災害防止強調月間！ 

実施要綱は本月会報に同封しています。 



 

 

 

宮城労働局労働基準部長より、令和 3年 1 月 15日付けにて「陸上貨物の荷役作業における

労働災害防止に向けた荷主等に取組み」について、要請がありました。 

陸上貨物運送事業における死傷災害の 7 割が荷役作業場であることか

ら、荷役作業場所における一層の安全確保が要請されたものです。 

建設現場や資材置き場等へ、運送事業者等により資材を搬入させる場合

など、現場作業員と混在作業となるおそれもあり、「荷役作業の安全対策ガ

イドライン」を参考に、荷卸し作業の役割分担や荷役作業場所の整備、クレ

ーン等荷役機械の安全対策について、御配慮願います。 

なお、建設現場内で、給油作業に従事していた配送業者の方の死亡事故が発生しています。 

 工事現場内の重機に給油中、タンクローリーに挟まれる 

業種 小売業 事故の型 激突され 起因物 自動車 

1 月 22 日、栗原市の建設現場で、工事に使う重機の給油作業にあたっていた会社員の男性が、重

機とタンクローリーの間に挟まれて死亡しました。当時、被災者は、傾斜のある場所でタンクローリ

ーを停車させて、重機の給油作業を１人で行っていましたが、タンクローリーが無人のまま動き出

して重機との間に挟まれたとみられます。 

サイドブレーキのかけ方が緩くなっていた可能性のほか、タイヤの車止めが取り付けられていな

かった模様とのことです。(マスコミ報道等による) 

 

  建設現場内の荷役作業の事故に御注意を！ 

ガイドライン 
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